
簡単に着脱できるマグネット式にして、
留め金を無くしました。多彩なカラー
と素材展開で、どんなスタイルにも対
応できます。

http://www.sunchalaine.com

金具のないネックレス

家庭用永久磁石磁気治療器

ULTRA Neo®は当社の登録商標。商品は当社の特許製品。模倣行為は違法であり、禁止。

〒110-0005　
東京都台東区上野5-16-16 天美ビル3階
TEL:03-3836-5800　FAX:03-3836-5850
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　今年1月に「第7回ものづくり日本大
賞（内閣総理大臣賞）」を受賞した「現
代の名工」荒井寛子さん（シチズン時
計マニュファクチャリング株式会社所
属）による時計組み立て実演イベント
が、2月25日11時30分～12時30分
に、シチズンウオッチグループ旗艦店

「シチズンフラッグシップストア東京」
（GINZA SIX 1F）で開催される。入場
は無料。
　これは、シチズンのウオッチブランド
「カンパノラ」の新作発売に合わせた
フェア内のイベントのひとつ。
　荒井さんは、40年近く、時計のムー
ブメント組立から完成品組立に従事
し、卓越した技能者を表彰する厚生労
働大臣表彰「現代の名工」を平成28
年度に受賞している。

　TASAKIは、自社保有の2つの
真珠養殖場を運営するミャン
マー連邦共和国にて、奨学金制
度「TASAKIスカラーシップ」を創
設し、その第一期奨学生にあた
る、ミャンマー・タニンダーリ地方
域の都市ベイの学生たちへの奨

学金授与式を2月13日に開催した。
　TASAKIは1997年にミャンマーで南

洋真珠（白蝶）養殖事業を開始、メル
ギー諸島にあるドーメル島にて20年以

上にわたり運営。2017年から
は、同メルギー諸島内のシス
ター島にて、新たな真珠養殖
場の運営を開始。今回創設し
た奨学金制度は、タニンダー
リ地方域でメルギー諸島へ
のゲートタウンとして栄えるベ

イの人々の発展をサポートするべく創設
したもの。加えて、経済的サポートを必要
とする、ベイを拠点とする学生たちの大学
進学支援を目的とし、大学在学中の全期
間、月額150USDを支援する。社会的立
場や学業成績、ジェンダーの平等といっ
た視点から、同奨学金制度による第一期
奨学生として6名が選出され、昨年12月
よりプログラムが開始された。

　㈱PR現代が年に4回、ジュエリーの
あるステキな暮らしを提案する情報誌
「Hills」の最新号が「日本の宝 珊瑚の
魅力」をテーマに（A4版16ページ）、2
月20日に発刊される。
　Hillsは、ジュエリーを着ける意味や
価値を訴求し、消費者のあらたな購買
意欲を喚起するための「ジュエリースタ
イルマガジン」がコンセプト。顧客や休
眠客、また店頭での新規客へのコミュ
ニケーションツールとして、全国の宝飾
専門店で活用されており、現在、導入
活用店を募集している。
　今号は、「日本の宝 珊瑚の魅力」を

テーマに、高知県産の高品質な珊瑚
ジュエリーを紹介。白珊瑚、ピンク珊
瑚、赤珊瑚と珊瑚のカラー別にコー
ディネートを提案。若年層にも珊瑚
ジュエリーのファッション性の高さをア
ピールする誌面となっている。随所に
珊瑚ジュエリーの歴史や生育過程な
ども盛り込み、その希少性と“お守り”と
しての側面も紹介している。
　また日本を代表する珊瑚彫刻家、前川
泰山氏の珊瑚工房を特集し、彩り豊かな
珊瑚工芸品の数々を披露。併せて日本
で唯一の珊瑚資料館についても掲載。ヒ
ルズと連動した商品掲載メーカーとのタ
イアップ型の「珊瑚フェア」の催事開催も
可能な企画となっている。

現代の名工の実演
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「TASAKIスカラーシップ」

Hills最新号は「日本の宝 珊瑚の魅力」
2月20日発刊　導入活用店を募集中

（たかの耕一:tagayasu@xpoint-plan.com）
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を
知
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れ
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。「
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ど

も
孫
子
の
兵
法
」と
い
う
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が
売
れ
て
い
る
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ビ
で
も
お
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学
文
学
部
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授
、「
声
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し
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み
た
い
日
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語
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ヒ
ッ
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さ
せ
た
斎
藤
孝
先
生
の
監
修
だ
か
ら
、ベ

ス
ト
セ
ラ
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も
う
な
ず
け
る
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な
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孫
子
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国
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代
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孫
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通
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あ
る
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康

な
ど
の
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戦
国
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戦
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で

ロ
シ
ア
バ
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ッ
ク
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隊
を
撃
破
し
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東
郷
平
八
郎
、第
二
次

大
戦
で
真
珠
湾
奇
襲
を
敢
行
し
た
山
本
五
十
六
な
ど
、そ
れ

こ
そ「
孫
子
」を
小
脇
に
彼
ら
は
戦
っ
た
。自
由
主
義
経
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の

わ
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、戦
い
で
あ
る
。そ
こ
で
ビ
ジ
ネ
ス
界
で

も
ほ
と
ん
ど
の
ト
ッ
プ
が
、「
孫
子
」を
読
み
、日
々
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
活
か
し
て
い
る
。な
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な
ら
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孫
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書
と

し
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か
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の
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。

　「
孫
子
の
兵
法
」を
お
と
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だ
け
の
も
の
に
す
る
の
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も
っ

た
い
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い
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藤
孝
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と
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に

目
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す
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思
う
。「
や
は
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も
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だ
む
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か
な
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思
う
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、何

歳
を
想
定
し
て
い
る
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園
幼
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か
ら

小
学
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で
だ
ろ
う
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あ
る
。そ
こ
で
、「
お
っ
！！
」と
気
が
つ
い
た
。

こ
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な
る

と
、マ
マ
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パ
パ
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。
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に
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。

　「
こ
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も
孫
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兵
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べ
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が
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く
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に
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思
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」に
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ら
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ほ
う
が
う
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つ
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ず
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に
し

て
も
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れ
ま
で
の
教
育
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リ
キ
ュ
ラ
ム
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中
に
は
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い
内
容

な
の
で
、こ
ど
も
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ち
の
新
た
な
る
才
能
の
芽
生
え
が
期
待
で

き
る
。ま
た
、こ
ど
も
た
ち
の
新
た
な
る
才
能
を
育
成
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、拡
大
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
日
本
は
遅
れ
を

と
る
こ
と
に
な
る
。「
も
し
敵
が
鉄
壁
な
ら
、適
度
に
揺
さ
ぶ

り
を
か
け
て
、内
部
か
ら
崩
壊
す
る
よ
う
に
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向
け
る
」。こ
れ

も「
孫
子
」だ
が
、ど
こ
か
で
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の
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を
見
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と
が
あ
り
ま
せ
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か
。そ
う
、尖
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島
に
た
い
す
る
あ
の
国
の
策
。日
米
同
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に
た
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す
る
あ
の
国
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策
。そ
う
、揺
さ
ぶ
り
作
戦
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ら
は

し
っ
か
り
と「
孫
子
の
兵
法
」の
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通
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に
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行
し
て

い
る
よ
う
に
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ら
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の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
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ママに役立つ「こども孫子の兵法」。
【2月13日】
◆中国旧正月の小売りシーズ
ンに期待が高まっている。
　2月27日開幕の香港ショー
を見据え、イスラエルのイン
ターナショナル・ダイアモン
ド・ウィークでの取引が活況。
　米国の小売業者は、最近
の株価下落にもかかわらず、
バレンタインデーでの売上期
待から在庫を補充している。
　1月のRAPI2.2%上昇、研
磨石価格堅調。
　研磨業者は、原石価格上
昇に伴い利益率低下を懸念
している。
　2017年、宝飾用ダイヤモンドの販
売額は12％増加し2億700万ドル。

◆インド：研磨業者は、米国と中国の
休暇後の良好な需要を期待し、在庫
構築のため生産量を増加させている。
　1ct、I-L、SIに安定した需要がある。
研磨石の輸入税5％への引上げは、再
研磨業者の利益を圧迫する。

　大手ブランドの宝飾品販売
が堅調。

◆香港：ディーラーが中国旧
正月に伴い休暇に入っており
卸売市場は静か。
　 1 - 2 c t 、D - J 、V S - S I 、
RapSpec A2ダイヤモンドの
需要が良好。 
　旧正月に伴う繁忙期が始ま
り、宝飾業者は売上増に楽観
的。
　オンライン小売業者の市場占
有率は高いが、利益率はタイト。

◆RapNet Diamond Index（D-H、
IF-VS2）上昇率鈍化。
　ベストプライスは、3.0ctが-0.6%と
下落率が緩和、他はすべて上昇。
　平均価格は、0.3ctが4.6%、0.5ct
が2.6％、0.7ctが3.0%、1ctが1.7%、
1.5ctが0.6%、3.0ctが0.1％と上昇
率が大幅に鈍化、2.0ctは-0.2%と微
減。

［提供 : ㈱ネットジャパン http://www.net-japan.co.jp/market/2018/02/post_201.html］

Rapaport® Diamonds.netより一部抜粋
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『羊飼い型・リーダーシップ』

www.mmjp.or.jp/UENO-JMI

上野延城の
「時流」「対応」のビジネスに役立つヒント

　1982年以降に生まれた30代半ばま
での若者層は「ミレニアム世代」と呼ば
れている。
　幼いころからデジタル環境が揃ってい
て「デジタルネイティブ」であり、「ゆとり世
代」とも重なる子の世代は、次損の価値観
にとらわれず、合理的に考えて行動するこ
とから、自己中心的とみられることがある。
　特に上の世代の方々からすると「捉え
どころのない若者たち」と映る。
　確かに扱いづらい点はあるが、デジタ
ル領域に強いのも事実である。
　この戦力をいかに活かし、伸ばしてい
けるのかが、これからの企業の“生死の
分かれ目”になる。
　彼らを活かすには、上に立つ人がフ
ラットで公正な視点を持つことが不可
欠である。
　会議などの場で、「誰が言ったか」で
はなく、「何を言ったか」の視点で聞くこ
とが必要である。
　ミレニアム世代の育て方としては、「思
い切って任せる」のが一番効果的である。

　主幹事業で派手に転ばれるのは辛
いので、まずはサイドプロジェクトからス
タートすることである。
　小さく転べる余裕を残し、自分で気ず
くことを学んでもらう。言われたことをこ
なすことより、自分自身で考え、行動し、
成否に関係なく、何らかの形で結果を
出すことにやりがいを感じるタイプが多
いこの世代には、このアプローチが特に
効果的である。
　彼らに対するリーダーシップの在り
方は、「羊飼い型・リーダーシップ」を意
識することが良いと思う。走り回ったり、
気ままに草を食べたりとマイペースの羊
たちを、後ろから追いながら、群れ全体
を着実に前に押し進めていくというチー
ム統率のモデルである。
　納得感を大事にするミレニアム世代
には、羊飼いのようなフットワークで率
いていくのが効果的である。
　ミレニアム世代を戦力化できるか否
かは、企業にとって今後の死活問題で
ある。

147

して）その他の無償サービスも計算す
れば４０００万は優に超える。その人た
ちが押し寄せたらこれはどう考えても行
政コストが跳ね上がるから、受給資格
のハードルをかなり上げるか、生活レベ
ルを極度に落とし込んでプライベートも
無いに等しい集団生活を強いられるか
どちらかになる可能性大である。
　年金制度にしても元々の前提が５５
歳定年７０歳前後に天国行で設計さ
れているものをやりくりしながら使って
きたのだから、１００歳時代に適応でき
るはずがない。年金先送りも減額もごく
当然の結論である。
　１００歳時代を生き抜くには６５歳
で一区切りはいいとしても、定年とい
う言葉の呪縛から離れて、当たり前に

８５歳まで働くようになれば、万事とは
いかないまでもおおよその辻褄は合
う。問題はそういう意識改革が出来る
かということである。
　ここが痛い、あそこが痒い、目は白内
障だ、耳は遠くなっている、歯は歯槽膿
漏だ、糖尿病だ、ぜんそくだ、高血圧
だ、デジタル機器苦手、引き籠る理由
はいくらでもさがせるが、手入れをすれ
ば本当はきちんと動かせる体の人が大
半ではあるまいか。一番の壁は「老齢
である、もう定年、悠々自適」に象徴さ
れる意識の呪縛であろう。がどんな言
い訳をかんがえても１００歳時代の到
来は動かしがたい現実なのである。
　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　 cosmoloop.22k@nifty.com

　第４次産業革命の真っ只中で生き
ていくというのはまったくもって高齢者
には大変な事なのだが、寿命１００歳
時代というのもこれまたしんどいので
ある。年々寿命が延びているのは生活
実感として分かるのだが、改めて考え
てみるとそれはただ単純に延びた年数
分だけ長生きするというのとはちと違
う。
　仮にちょっと前までの人生９０歳時
代から寿命が１０年延びて１００歳時
代になるというのは（大雑把に想像す
ると）、目の前の７５歳の人がじつは８
５歳だと考えればいいのである。
　だから想定８５歳でも大概の人はぴ
んぴんしている。働けるのである。こうな
ると高齢者の定義も当然変わってくる。
７５歳からが前期高齢者、８５歳から
が後期高齢者になる。８５歳まで現役

で働いたって何の不思議もない。いや
それこそ求められているのではないか。
　現在のように６０歳で定年退職して
１００歳まで生きるとするとアバウト４０
年働いて４０年老後を暮らすようにな
る。これでは素人が計算しても国の生
産性が向上するとはとても思えない。
　意識改革というのはどんな場合でも
時代の流れに後押しされて嫌々渋々な
されていくのだが、変化のスピードが桁
外れに速い今、いまのところに留まって
いればどんどんと高齢の生活破綻者
が出るに違いない。いやいや最後の手
段で行政に駆け込めばいいではない
かと安易に考えている人もいそうだが、
果たしてそうか。
　「生活保護」というのは、受ける側か
らではなく認める側の役所から見れば、
高齢者は厄介な存在に違いない。若い
世代ならいずれ仕事口を探して通常の

自立した生活
に戻る可能性
があるが、高齢
になるともう
「永久生活保
護」でほぼ決ま
りである。例え
ば８０歳からも
らい始めて１０
０歳まで生きる
としてざっと３
８００万はかか
る。（月１６万と

やってきた１００歳時代、
求められる意識改革とは
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